




















自動車計測
［Automotive Test Systems］

科学
［Scientific］

環境・プロセス
［Process & Environmental］

半導体
［Semiconductor］

世界シェア80％［当社推定］を
誇るエンジン排ガス測定装
置を核に、自動車開発分野
における各種試験設備をト
ータルに提供。次世代のハイ
ブリッドカーや燃料電池車の
開発においても、HORIBAの

分析機器が果たす役割は変
わりません。

HORIBA製品の保守・メンテ
ナンスはグループ子会社の
堀場テクノサービスを通じて
行っています。保守点検、消
耗品の補充、分析ノウハウの
提供、受託分析まで、ユーザ
ーニーズに幅広く応えるサポ
ートを提供しています。

地球環境問題への対応に欠
かせないHORIBAの環境計
測機器。新興工業国の経済
発展が、かつての公害を繰り
返さないよう国境を越えた
サポート体制が求められる中
で、HORIBAの果たす役割は
ますます大きくなっています。

小規模医院や開業医からの
「今、この場で測りたい」とい
うニーズに応えるHORIBA

の自動血球計数装置。医療
の最前線に分析機器がもっ
と浸透し、広く活用されるこ
とで、医師の適確な診断・処
置をサポートします。

ガラス電極式pHメータに始
まるHORIBAの分析機器の
歴史は、液体、ガス、固体分
析へと対象を広げていきま
した。次のイノベーションの
ために、最先端の基礎研究
に取り組む研究者たちの情
熱をHORIBAの分析機器が
支えています。

日々進化を続けるデジタル
家電や情報機器を支える半
導体やFPDの製造分野にお
ける技術革新の動きは速く、
HORIBAではグループの総合
力を武器に、ユーザーが求め
る最先端の分析技術をタイ
ムリーに提供しています。

医用
［Medical］

サービス
［Service］

社名 株式会社堀場製作所（HORIBA, Ltd.）
本社所在地 〒601-8510　京都市南区吉祥院宮の東町2
創業 1945年（昭和20年）10月17日
設立 1953年（昭和28年）1月26日
資本金 120億円
連結売上高 1,381億円
株式上場市場 東京証券取引所第1部

決算日 12月31日
営業品目 自動車計測機器、環境用計測機器、医用計測機器、
 半導体用計測機器、科学計測機器の製造販売。
 分析・計測に関する周辺機器の製造販売。
 分析・計測に関する工事、その他の建設工事ならびに
 これらに関する装置・機器の製造販売。
グループ従業員数 5,787名

会社概要とマーケット
［Corporate data, technology & market］

5つのビジネス領域に「サービス」を加え、
あらゆる分析ニーズに応え続ける。

HORIBA PROFILE
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米州［Americas］ アジア・日本［Asia , Japan］ヨーロッパ［Europe］

●❸

●❷

●❶

●❹

オーストリア［Austria］
·ホリバ社
HORIBA (Austria) GmbH

ベルギー［Belgium］
·ホリバABX社ベルギーオフィス
HORIBA ABX SAS, Belgium Branch

·ホリバ・ヨーロッパ社 アントワープオフィス
HORIBA Europe GmbH, Antwerp Branch

チェコ［Czech］
·ホリバヨーロッパ プラハオフィス
HORIBA Czeck Praque O�ce

·ホリバヨーロッパ オルモウツ工場
HORIBA Czech Olomouc Factory

フランス［France］
·ホリバ・ジョバンイボン社❶
HORIBA Jobin Yvon SAS

·ホリバABX社❷
HORIBA ABX SAS

·ホリバ・フランス社   
グルノーブルオフィス❸
HORIBA France Sarl, Grenoble O�ce

·ホリバ・ジョバンイボン社   
パリサクレーオフィス  
（ホリバヨーロッパリサーチセンター）❹

HORIBA Jobin Yvon SAS, Paris Saclay o�ce   
(HORIBA Europe Research Center)

·ホリバ・ヨーロッパ・ホールディング社　
HORIBA Europe Holding SASU

·ホリバ・フランス・ホールディング社　
HORIBA France Holding SARL

·ホリバ・フランス社　
HORIBA France Sarl

·ホリバ・ジョバンイボン社 リールオフィス
HORIBA Jobin Yvon SAS, Villeneuve d'Ascq O�ce

ドイツ［Germany］
·ホリバ・ヨーロッパ社　
HORIBA Europe GmbH

·ホリバ・ヨーロッパ・オートメーション・ディビジョン社
HORIBA Europe Automation Division GmbH

·ホリバ・ジョバンイボン社　
HORIBA Jobin Yvon GmbH

·ホリバ・ヨーロッパ社 ベルリンオフィス　
HORIBA Europe GmbH, Berlin O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ダルムシュタットオフィス　
HORIBA Europe GmbH, Darmstadt O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ドレスデンオフィス　
HORIBA Europe GmbH, Dresden O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ハノーバーオフィス　
HORIBA Europe GmbH, Hanover O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ライヒリンゲンオフィス　
HORIBA Europe GmbH, Leichlingen O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ミュンヘンオフィス　
HORIBA Europe GmbH, Munich O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ポツダムオフィス
HORIBA Europe GmbH, Potsdam O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 シュツットガルトオフィス
HORIBA Europe GmbH, Stuttgart O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 ヴォルフスブルグオフィス
HORIBA Europe GmbH, Wolfsburg O�ce

·ホリバ・ジョバンイボン社 ベンスハイムオフィス
HORIBA Jobin Yvon SAS, Bensheim O�ce

·ホリバ・ヨーロッパ社 コルシェンブロイヒオフィス
HORIBA Europe GmbH, Korschenbroich O�ce

イタリア［Italy］
·ホリバ・ジョバンイボン社
HORIBA Jobin Yvon Srl

·ホリバABX社 イタリアオフィス
HORIBA ABX SAS, Italy Branch

·ホリバ・ヨーロッパ社 トリノオフィス
HORIBA Europe GmbH, Torino O�ce

·ホリバ・ジョバンイボン社 ミラノオフィス
HORIBA Jobin Yvon Srl, Milano O�ce

オランダ［Netherlands］
·ホリバ・オランダ　
HORIBA Europe GmbH, Netherlands Branch

ポーランド［Poland］
·ホリバABX社
HORIBA ABX Sp. z o. o. 

ポルトガル［Portugal］
·ホリバABX社 ポルトガルオフィス　
HORIBA ABX SAS, Portugal Branch

ルーマニア［Romania］
·ホリバ・ルーマニア　
HORIBA (Austria) GmbH, Romania Branch

ロシア［Russia］
·ホリバ・ロシア社
HORIBA OOO

·（株）堀場製作所 モスクワ事務所
HORIBA, Ltd., Moscow O�ce

スペイン［Spain］
·ホリバABX社 スペインオフィス　
HORIBA ABX SAS, Spain Branch

スウェーデン［Sweden］
·ホリバ・スウェーデン　
HORIBA Europe GmbH, Sweden Branch

トルコ［Turkey］
·ホリバ・ヨーロッパ社 イスタンブールオフィス
HORIBA Europe GmbH, Istanbul O�ce

イギリス［UK］
·ホリバ・インスツルメンツ社❶
HORIBA Instruments Limited

·ホリバ・UK社❷
HORIBA UK Ltd.

·ホリバ・ジョバンイボンIBH社
HORIBA Jobin Yvon IBH Ltd.

·ホリバ・テストオートメーション社
HORIBA Test Automation Limited

·ホリバ・UK社 ノーザンプトンオフィス
HORIBA UK Limited, Northampton O�ce

ブラジル［Brazil］
·ホリバ・ブラジル・ホールディング社
HORIBA Brazil Holding, Ltda

·ホリバ・ブラジル社
HORIBA Instruments Brazil, Ltda

·ホリバTCA社
TCA/HORIBA Sistema de Testes Automotivos Ltda

カナダ［Canada］
·ホリバ・カナダ社
HORIBA Canada, Inc. 

アメリカ［US］
·ホリバ・USホールディング社❶
HORIBA United States Holding, LLC

·ホリバ・インターナショナル社❶
HORIBA International Corporation

·ホリバ・インスツルメンツ社❶ 
HORIBA Instruments Incorporated　

·ホリバ・インスツルメンツ社  
エジソンオフィス❷
HORIBA Instruments Incorporated,Edison O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社  
アーバインサウスオフィス❸
HORIBA Instruments Incorporated,Irvine South O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 サンタクララオフィス  
（ホリバテクノロジーセンター）❹

HORIBA Instruments Incorporated, Santa Clara O�ce  
（HORIBA Technology Center）

·ホリバ・インスツルメンツ社 アナーバー工場❺
HORIBA Instruments Incorporated, AnnArbor Facility

·ホリバ・インスツルメンツ社 オールバニオフィス
HORIBA Instruments Incorporated, Albany O�ce　

·ホリバ・インスツルメンツ社 シカゴオフィス
HORIBA Instruments Incorporated,Chicago, IL Field O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 ヒューストンオフィス　
HORIBA Instruments Incorporated, Houston, TX Field O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 オースティンオフィス
HORIBA Instruments Incorporated, Austin O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 ニューハンプシャーオフィス
HORIBA Instruments Incorporated, New Hampshire O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 ポートランドオフィス
HORIBA Instruments Incorporated, Portland O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 リノオフィス
HORIBA Instruments Incorporated, Reno O�ce

·ホリバ・インスツルメンツ社 トロイ工場　
HORIBA Instruments Incorporated, Troy Facility

·ホリバ・インスツルメンツ社 アルビンオフィス
HORIBA Instruments Incorporated, Alvin, TX O�ce

中国［China］
·堀場（中国）貿易有限公司❶
HORIBA （China） Trading Co., Ltd.

·堀場儀器（上海）有限公司❷　
HORIBA INSTRUMENTS（SHANGHAI）CO., LTD

·堀場（中国）貿易有限公司 北京事務所
HORIBA （China）  Trading Co., Ltd., Beijing Branch

·堀場（中国）貿易有限公司 広州事務所
HORIBA （China） Trading Co., Ltd., Guangzhou Branch

·北京ホリバメトロン社
Beijing HORIBA METRON Instruments Co., Ltd.

·堀場（中国）貿易有限公司 上海サービスセンター
HORIBA （China） Trading Co., Ltd., Shanghai Service Center

·堀場（中国）貿易有限公司 上海技術センター
HORIBA （China） Trading Co., Ltd., Shanghai Technical Center

インド［India］
·ホリバ・インド社❶
HORIBA India Private Limited

·ホリバ・インド社 バンガローオフィス　
HORIBA India Private Limited, Bangalore O�ce

·ホリバ・インド社 プネオフィス　
HORIBA India Private Limited, Pune O�ce

·ホリバ・インド社 チェンナイオフィス
HORIBA India Private Limited, Chennai O�ce

·ホリバ・インド社 ハリドワール工場❷
HORIBA India Private Limited, Haridwar Factory

インドネシア［Indonesia］
·ホリバ・インドネシア社
PT HORIBA Indonesia

韓国［Korea］
·ホリバ・コリア社❶
HORIBA Korea Ltd.　

·堀場エステック・コリア社❷　
HORIBA STEC Korea, Ltd.　

·ホリバ・オートモーティブ・
テストシステムズ社
HORIBA Automotive Test Systems Ltd.

·ホリバ・コリア社 ソウル支店❸
HORIBA Korea Ltd., Seoul Branch

·ホリバ・コリア社 スウォンオフィス
HORIBA Korea Ltd., Suwon O�ce

·ホリバ・コリア社 ウルサンオフィス
HORIBA Korea Ltd., Ulsan O�ce

シンガポール［Singapore］
·ホリバ・インスツルメンツ社
HORIBA Instruments （Singapore）Pte Ltd.

台湾［Taiwan］
·ホリバ・台湾社
HORIBA Taiwan, Inc.

·ホリバ・台湾社 台南オフィス
HORIBA Taiwan, Inc., Tainan O�ce

タイ［Thailand］
·ホリバ・タイ・ホールディング社
HORIBA HOLDING （Thailand） Ltd.

·ホリバ・タイ社
HORIBA （Thailand） Limited.

ベトナム［Vietnam］
·ホリバ・インスツルメンツ社  
 ハノイオフィス
HORIBA Instruments （Singapore）Pte Ltd.,  
Hanoi O�ce

日本［Japan］
·（株）堀場製作所❶　
HORIBA, Ltd.

·（株）堀場エステック❷　
HORIBA STEC, Co., Ltd.

·（株）堀場アドバンスドテクノ❸
HORIBA Advanced Techno Co., Ltd.

·（株）堀場テクノサービス❹
HORIBA TECHNO SERVICE Co., Ltd.　

·（株）堀場エステック 阿蘇工場❺
HORIBA STEC, Co., Ltd., Aso Factory　

·（株）堀場製作所 びわこ工場❻　
HORIBA, Ltd., Biwako Factory

●❸

●❷
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●❹

●❺
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●❷

●❶

●❶

●❷

●❶
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●❸
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●❷
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グローバルネットワーク
［Global Network］

各国のオペレーションの最適化を進めながら、世界市場でビジネスを展開する。
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自動車計測
［Automotive Test Systems］

自動車計測
［Automotive Test Systems］

自動車開発に関わる総合計測設備を提供する「トータルソリューションプロバイダ」。

主力製品ラインアップ

主要顧客─自動車メーカー、オートバイメーカー、自動車部品メーカー、
 汎用エンジンメーカー、官公庁、石油会社、
 自動車整備工場、 国家研究機関など
製品用途─新車・新エンジンの開発、完成車両の検査、使用過程車の車検など
◉QRコードを読み取ることで、堀場製作所公式HPの「自動車計測」のページを閲覧いただけます。

·20世紀に大きく発達した自動車産業は、原材料に関わる産業、エネルギ
ー産業、公共インフラのあり方に影響を与え、人々のライフスタイルや社会
そのものに大きな変革をもたらしたものの、自動車の排ガスによる大気汚
染が社会問題化し、各自動車メーカーは、「クリーンなエンジン」の開発に注
力するようになりました。

·HORIBAは、世界トップシェアを誇るエンジン排ガス測定装置「MEXAシ

リーズ」を提供することで、世界各国の自動車メーカーのエンジン開発に大
きく貢献。MEXAシリーズは各国の公的認証機関でも採用され、エンジン排
ガス測定分野でのスタンダードとなりました。

·日本、アメリカ、ヨーロッパなど年々厳しくなる法規制にいち早く対応す
るだけでなく、これからモータリゼーションが本格化するアジアを中心とす
る新興国への対応も行い、HORIBAはエンジン排ガス測定のリーディング
カンパニーとしての地位を築き上げます。

·近年、クリーンなエンジンを追求する流れは、代替エネルギーを用いた次
世代エンジン開発やハイブリッドカー、電気自動車のような内燃機関を持
たない新しい自動車の形を模索するに至ります。こうした自動車産業の歴
史の大転換期にあっても、HORIBAは自動車メーカーが求める測定ニーズ、
例えば車載用リチウムイオン二次電池や燃料電池の開発に関わる多種多
様な分析装置を提供し続けています。

·また排ガス測定だけでなく、エンジン性能、駆動系、ブレーキ、車両テスト
まで、自動車開発に必要な計測機器をグループ内部で揃えられる体制を整え、
「真のトータルソリューションプロバイダ」として、グローバル市場での
HORIBAブランドの価値を高めています。

·最初は公的規制への対応のために生まれた排ガス分析装置でしたが、次
第に燃費の良い高性能なエンジン開発に欠かせないものとなりました。そう
した自動車メーカーのニーズに高い技術力と柔軟なサポート力で応えるこ
とで、HORIBAの名は世界ブランドとして自動車業界に認知されるに至りま
す。21世紀の次世代カーのスタンダードがどのようになろうとも、その存在
感は揺らぐことはありません。

駆動系テストシステム
エンジンやモータの動力をタイヤに伝えるトランスミ
ッション等の駆動系を、最新のシミュレーション技術
を用いてあらゆる試験に対応可能。

自動車排ガス測定器
二輪車およびガソリン・LPG四輪車を対象に、アイド
リング時排ガスの手軽な測定環境を提供。

エンジン排ガス
測定装置
エンジン排ガス中の各種成
分を測定。各国の排ガス規
制に対応しており、自動車産業における研究開発等
で幅広く利用されている。

総合運行管理支援システム
ドライブレコーダーとデジタルタコグラフの一体型
車載装置。HORIBA FLEET LINKAGEとの利用に
よりクラウド上で運転情報を運用可能。

排
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キ
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環境・プロセス［Process & 

Environmental］

国
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環境・プロセス
［Process & Environmental］

地球環境保全を視野に入れながら、産業界が求める高度なモニタリング技術を提供する。

主力製品ラインアップ

大気汚染監視用測定装置
窒素化合物（NOx）や微小粒子状物質
（PM2.5）など、大気汚染の原因となる
さまざまな成分を連続モニタリング。

ポータブルガス分析計
1台で燃焼排ガス中の最大5成分（NOx、SO2、CO、

CO2、O2）を同時測定できるポータブルガス分析計。
CH4の測定も可能。

工業用水質計
上水から排水処理まで、水処理のあらゆるプロセス
に対応する屋外設置型の水質測定器。11機種をラ
インアップ。

煙道排ガス分析装置
火力発電所や焼却炉などの排ガスに含まれる窒素
酸化物、一酸化炭素など5つの成分を同時に連続測
定できる。

主要顧客─製造業、国家研究機関、大学、官公庁、各エネルギー産業など
製品用途─製造工程での計測、排水・排ガスの測定、環境汚染物質の調査など
◉QRコードを読み取ることで、堀場製作所公式HPの「環境・プロセス」のページを閲覧いただけます。

·20世紀後半、産業社会の負の遺産である公害を経験した人類は、環境問
題に真剣に取り組まざるを得なくなりました。自分たちを取り巻く地球環境
が決して、当たり前に不変のものではなく、非常に壊れやすいものであること、
一度壊れた環境は二度と取り戻せないか、元に戻るまでに長い年月がかか
ること、そして環境が壊れたことによるしっぺ返しを受けるのは、他ならぬ
自分たちであることに気づいたのです。

·公害に直面していた工業先進国では、環境に関わる各種の法規制に乗り
だし、HORIBAでは法規制に対応した環境測定機器をいち早く開発・提供
しました。環境問題への対応はHORIBAにとって大きなビジネスチャンスで
はありましたが、業界の先頭に立って、行政側と現実的な規制内容をまとめ
ることにも力を注ぎました。そこには高成長の負の遺産を未来に残してはな
らないという使命感がありました。

·工場などから排出されるガスを連続監視するHORIBAの煙道排ガス分
析装置は、電力、鉄鋼、化学、石油精製プラント、製紙、食品、医薬などの産
業分野で広く利用され、トップシェアを獲得。水質分析計でも、数多くの項
目をまとめて測定できる製品を開発し、河川や湖沼のモニタリング測定、工
場から出る排水の監視などに使われています。

·日本、アメリカ、ヨーロッパの工業先進国で環境規制が進む一方で、アジ
アを中心とする新興工業国では、経済発展が優先されるあまり、環境に関
わる法規制がなかなか進まないという状況が出てきました。環境問題は一
国だけの問題ではなく、地球全体に影響も及ぼすものだけに、HORIBAで

はこうした新興工業国向けにも、環境測定機器の提供を行い、公害を繰り
返さない努力を続けています。

·2013年には米国のキャメロン社から石油化学の精製、分解、加工などに
おけるプロセス計測設備事業部門を買収。同社の計測設備とノウハウ、ネッ
トワークを活用しながら、海外市場でのプロセス計測事業の強化を図って
いきます。

·21世紀に入り、地球温暖化や生物多様性など、環境問題がますます大き
な課題となっている中で、HORIBAは水質計測のエキスパートである堀場ア
ドバンスドテクノとの連携を強め、環境計測のグローバルカンパニーとして、
これからも地球環境問題に取り組んでいきます。
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医用［Medical］

医用
［Medical］

医療の最前線で求められる分析機器を提供し、人々の健康と生活の安心・安全を守る。

主力製品ラインアップ

主要顧客─開業医、検査センター、病院など
製品用途─病気のスクリーニング、経過観察、健康診断など
◉QRコードを読み取ることで、堀場製作所公式HPの「医用」のページを閲覧いただけます。

·分析機器がより広い分野で活用されることで、人々の暮らしはより豊かな
ものになると、HORIBAは考えています。そして多くの領域で、手軽に使え
る分析装置が求められているのも確かです。

·例えば現在の医療現場では、「根拠に基づく医療：EBM（Evidence-Based-

Medicine）」が重要なテーマとなっています。これは多様な臨床データや、最新・
最良の医学知見をふまえた上で、よりよい治療に取り組むという考え方です。
これを実践するには、患者の状態を客観的に把握することが不可欠であり、
分析機器が正確なデータの提供によって、EBMに大きく貢献することがで
きます。

·HORIBAが医院やクリニックなど開業医の診療室向けに提供している自
動血液検査装置は、患者から採血したそのままの血液を、特別な処理をす
ることなく「全血」で分析することが可能で、即時に分析結果を医師に提供
できます。問診では分からない体内の異常の確認、意識のない患者や乳幼
児の場合でも、分析機器が医師の適確な診断・処置をサポートします。

·また体内の炎症状態の診断に有効なCRPと血液を同時に測定できる装
置は、「今、この場で、測りたい」という医療関係者のニーズ（POCT：Point of 

Care Testing）から生まれたもので、医療現場に最適化された分析装置として、
高い評価をいただいています。

·この他、糖尿病検査市場向けに検査室と同等の精度を持ちながら、診察
室、処置室、ベッドサイドなどで使用できる小型電極式グルコース分析装置、
動物病院向けのイヌ、ネコ用自動血球計数装置、さらに専門検査機関向け
の大型血球検査装置もラインアップしています。

·近年は医用部門の収益の大きな柱となっている検査試薬のグローバルな
供給ネットワークを整備しました。グループ子会社のホリバABX社と連携
を取りながら、モンペリエ（フランス）、サンパウロ（ブラジル）、上海（中国）、阿蘇（日
本）、そしてインドでの試薬生産体制を確立し、迅速かつ安定した供給を可
能としています。

自動血球計数CRP測定装置
わずか3分で白血球5分類＋CRP［＊］の同時測定
が可能。仏ホリバABX社との共同開発で結実した、
HORIBA Medicalのフラッグシップ製品。
＊CRPは体内に炎症がある場合に産生されるタンパク質の一種。

動物用小型電極式グルコース分析装置
測定は、全血1滴で約45秒と短時間。
イヌ、ネコの血漿中のグルコースを遠心分離すること
なく測定できる。

用小型電極式グルグルグ コ ス分析装置

自動血球計数
CRP測定装置
健康状態の把握に欠かせ
ないCRPを測定する装
置。白血球3分類＋CRP
が同時測定可能。血球数とCRPが同時測定できる
のはHORIBA製品のみ。
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POCT対応小型電極式
グルコース分析装置
患者さんの目の前で、迅速に、検査室レベルの血糖
測定が可能。生化学分析装置と高い相関性のある
データが得られる。
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半導体［Semiconductor］

主力製品ラインアップ

ガス濃度モニタ
LED製造プロセスで採用されているMOCVD装置に
おいて材料ガスの濃度を監視するモニタ。安定した
成膜プロセスに貢献。

薬液濃度モニタ
半導体製造プロセスの洗浄工程で、洗浄薬液濃度
を監視する小型モニタ。洗浄薬液の無駄を省き、プ
ロセスの最適化と生産ラインの歩留まり向上に貢献。

レティクル／マスク異物検査装置
半導体製造ラインマスクプロセスの異物検出とその
効率的運用をサポートする製品。

マスフローコントローラ
世界の半導体製造プロセスに不可欠な流体制御機
器（マスフローコントローラ）で、世界No.1のシェア［当社
推定］を獲得している。

主要顧客─半導体製造装置メーカー、半導体デバイスメーカー、
 洗浄装置メーカーなど
製品用途─半導体製造工程におけるガス流量制御・洗浄薬液モニタリング、
 半導体・液晶や太陽電池製品の品質検査など
◉QRコードを読み取ることで、堀場製作所公式HPの「半導体」のページを閲覧いただけます。

·大画面テレビ、スマートフォン、電子書籍端末など、デジタル機器の進化
は加速するばかりです。高性能なものをさらに高性能にする一方で、省電
力化を推し進め、コストダウンにも取り組む半導体メーカーにとって、製造
プロセスの品質管理はビジネスに直結する重要課題です。

·半導体の製造プロセスは、最先端の微細加工技術がいたるところで用い
られており、そこで使用されるガスや薬液の量・濃度が正しく保たれている
かを常にモニタリングする必要があります。HORIBAでは、堀場エステック、
堀場アドバンスドテクノ、ホリバ・ジョバンイボン社などグループ各社が持つ
分析技術をフルに活用することで、半導体メーカーの高いニーズに応えて
います。

·特にシリコン基板へのガス蒸着のプロセスで欠かせない流体制御装置「マ
スフローコントローラ」では、世界No.1［当社推定］のシェアを誇っており、そ
れを軸に薬液濃度モニタや微細なゴミを見逃さない異物検査装置などを
提供。気体、液体、固体検査における高度な分析技術をもとに、半導体製造
プロセス向けのトータルソリューションを展開しています。

·また半導体向けの検査装置は、こちらも成長著しいフラットパネルディス
プレイ（FPD）の生産ラインにも応用が可能です。大画面化はもちろん、さら
なる高画質化とコストダウンを図るパネルメーカーでも、HORIBAの総合力
は高く評価されています。

·そしてクリーンエネルギーへの関心が一層高まる中、今後、さらなる発展
が期待できる太陽電池の研究や製造過程においても、半導体およびFPD

分野で培われた高度な分析技術が活用可能です。結晶シリコン系、薄膜シ
リコン系、化合物系CIGS、有機系色素増感など、多様なニーズに柔軟に応
える分析装置をラインアップしています。

·堀場エステックでは研究開発への戦略的投資の一環として、京都北部中
核工業団地に研究専用施設「京都福知山テクノロジーセンター」を建設し、
次世代マスフローコントローラの開発に取り組みます。また半導体部門の
開発・生産機能を同社に結集し、グループ内の最先端の技術開発チームに
よって、HORIBAのコア技術を中心とする製造技術の強化を図ります。

半導体
［Semiconductor］

最先端の製造プロセス分野のニーズに、幅広い分析・制御技術で応える。
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科学［Scientific］

主要顧客─製造業、国家研究機関、大学など
製品用途─先端分野の研究開発、製品の品質検査、犯罪捜査など
◉QRコードを読み取ることで、堀場製作所公式HPの「科学」のページを閲覧いただけます。

科学
［Scientific］

未知の領域に挑戦する研究者とともに、次なるイノベーションへの道を拓く。

主力製品ラインアップ

ラマン顕微鏡
ラマン分光法は、分子構造解析に大変有効な分析
法。先端研究の広範な分野で注目されているホリバ・
ジョバンイボン社の高度な分光分析装置。

ナノ粒子解析装置
シングルナノ粒子の評価をより高感度・高精度に測
定できる、1台3役（粒子径、ゼータ電位、分子量）の解析装
置。

pH・水質分析計
水を扱う化学工業や公共機関、農林水産関係、さら
にライフサイエンスまで幅広い分野で活用する分析
計。

蛍光X線分析装置
X線を試料に照射した時に発生する蛍光X線のエネ
ルギーや強度から、物質の成分元素や構成比率を分
析する装置。

·未知のものに関心を抱き、その謎を解き明かそうとする本能が、人類文
明を現在の姿にまで発達させてきた原動力であるのは間違いありません。
分からないものを理解したいという欲求は、「測る」という行為を通じて、理
解・納得へと至ります。その意味で、人類の歴史は測る歴史でもありました。

·そして国産初のガラス電極式pHメータの研究開発に始まるHORIBAの

歩みは、測ることを徹底して追求する歴史でした。液体分析であるpH分析
から出発して、赤外線によるガス分析、そしてX線を用いた固体分析へと対
象範囲を広げていき、数多くの分析機器の開発に成功。アメリカ、ヨーロッ
パにも進出し、国内外で分析機器メーカーとして確固たる地位を築き上げ
ます。

·1997年には歴史あるフランスの老舗分析機器メーカー、ジョバンイボン
社（現ホリバ・ジョバンイボン社）を傘下に納め、赤外線─可視光─紫外線─X

線と、光の全波長領域にわたる分光分析技術を手にしたことで、HORIBA

製品の分析対象領域は大幅に広がりました。特に基礎研究分野における微
小領域分析でシェアを伸ばし、分子・原子レベルの構造解析を行うナノマテ
リアルや先端材料などの新素材研究分野で、イノベーションを起こす世界
中の研究者たちに活用されています。これまでにないものを生みだそうとい
う彼らの情熱と、HORIBAの分析技術のタッグが、10年後、20年後に世界
を変革する画期的な新製品へとつながる道を切り拓くことでしょう。

·その他では、食品や製薬分野での厳しい品質管理、犯罪捜査における証
拠品の解析、美術品や歴史的埋蔵物の非破壊検査など、幅広い分野で
HORIBAの分析機器が活躍しています。

·分析に関わるコア技術を自社で確立し、その性能は常に「世界一」を目指
すことが、60年の歴史を重ねたHORIBAの変わらぬスピリットです。21世
紀に入り、分析へのニーズがますます高まる中、コア技術にさらに磨きをかけ、
応用範囲を広げていくことこそ、HORIBAが社会に貢献できる道です。

·2012年、フランスのパリ郊外に光学分析装置の研究開発拠点「ホリバヨ
ーロッパリサーチセンター」が完成。フランス政府の強力なバックアップを得
ながら、世界最高峰の評価を得ているホリバ・ジョバンイボン社の回折格子
や次世代の分光分析装置の研究開発を行います。
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サービス［Service］

サービス
［Service］

「はかる」技術で社会に貢献するHORIBAグループの最先端テクノロジーをサポート。

サービス内容

グローバルネットワークを展開しサービスや品質を
世界規模で向上。

用途に適した測定手法を提案「分析アプリケーショ
ンセンター」

お客様の声を迅速にキャッチする「カスタマーサポー
トセンター」「コールセンター」

高度な知識を持つメンテナンス担当の専門家が対
応。

［＊］2000年3月、社内のサービス部が独立する形で、新会社「堀場テクノサービス」が設立され、

サービスステーションの運営も同社に移管されました。
◉QRコードを読み取ることで、堀場製作所公式HPの「サービス」のページを閲覧いただけます。

·分析機器の性能を維持し、最高のパフォーマンスを発揮させるために、一
般的な「メンテナンスサービス」のみならず、お客様の声を迅速にキャッチ
する「カスタマーサポートセンター」や「コールセンター」、更には用途に適
した測定手法を提案できる「分析アプリケーションセンター」を加えたトー
タルサポートが必要となります。

·その中でもサービス部門の中核を担う堀場テクノサービスでは永年にわ
たり全国に設置したサービスステーション網を通じて、ユーザー向けのメン
テナンスサービスを行い［＊］、更にネットワークを活用したリモート診断、不
具合が発生した場合のコールセンターや京都と阿蘇に開設したリペアセン
ターでの迅速なリペア対応など、豊富な技術的ノウハウを背景に、HORIBA

グループ製品のサポート業務を実施しています。

·2009年に竣工したびわこ工場内は物流拠点としての性格を併せ持ち、そ
れまで分散管理していた製品や部品在庫が一カ所に集約されました。同工
場内には、堀場テクノサービスが運営する「部品センター」があり、最新の物
流管理システムの下、当日受注、当日出荷対応など、顧客満足度の向上を追
求しています。

·海外ではアメリカ、ヨーロッパ、アジア各国に拠点を置き、各拠点のサー
ビス部門や代理店から地域に根差したサポートを提供し、「サービスのグロ
ーバル化」を進めています。海外各拠点と密接に連携を取りながら、現地ス
タッフのトレーニング、メンテナンス情報の共有化などを進めることで、サー
ビス品質の向上に努めています。

·一方、さらなる課題として、サービスと開発との連携にも取り組んでいます。
日々のサポートの現場では、お客様が本当に求められている事を直接聴くこ
とができますが、これら「生の声」には新製品開発へのヒントが多く含まれ
ています。また「カスタマーサポートセンター」「コールセンター」には様々な
相談や技術的問い合わせが届きます。これらの内容を開発現場にフィード
バックし、新規機能やアプリケーションの開発に活用されています。

·この他、専門の分析スタッフが常駐する「分析アプリケーションセンター」
では、製品のデモンストレーションやユーザーからの受託分析に加え、お客
様のサンプルに適した測定手法の提案も行いトータルサポートサービスの
一旦を担っています。

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
生
の
声
に
向
き
合
い
な
が
ら

H
O
R
I
B
A
製
品
の
信
頼
と
安
全
を
守
る

分
析
機
器
の
性
能
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
、サ
ー
ビ
ス
業
務
。

点
検・保
守
契
約
か
ら
受
託
分
析
ま
で
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
幅
広
い
要
望
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い
る
。
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全体を見る眼と分析機器
［Eyes and analyzers to see the whole］

匠たちの感覚能力

今号の「abiroh」の特集では、宮大工、杜氏、マ
タギ、刀匠といった、日本伝統の匠の技術を
今も守り続けている人々が登場していま
す。彼らがそれぞれの仕事において、最
終的な判断の基準にしているのは近代
的な分析機器がもたらすデータではなく、
長年の経験で培われてきた自分の感覚です。
そのメカニズムは他人に説明できるようなもの
ではなく、目や耳、皮膚感覚で感じ取った対象の
複雑かつ微妙な変化を、トータルで見極めて判
断しているのだろうと思われます。酒造りのディ
レクターである杜氏の方が、「機械には癖はわか
りません。成分分析でもすべてがわかるわけでは
ない」と述べています。刀匠の方は、「炭素や粘
土の成分、温度や打つ回数をいくら解析しても
名刀はできない」と言っています。
こうした匠たちの感覚の総合力に迫るだけの能
力を、いまだ分析機器は持ち得ていないのでしょ
う。しかしチェスや将棋の名人たちと互角か、時
には勝利するまでに至るコンピュータプログラム
が登場していることを考えると、いつの日か日本
の匠たちが「何を見て、何を感じているのか」を
解き明かせる日が来るかもしれません。

ミクロとマクロの視点

伝統技術を担う匠たちに共通しているのが、微
細な部分にこだわると同時に全体を見る眼を持
っている点ではないでしょうか。宮大工は「髪の
毛一本の誤差もないように」木材を加工する一
方で、200年後にどう評価されるかを意識して

工事を進めるといいます。酒造りの間は正月休
みもなく、米、麹、水の変化に目を光らせる杜氏
ですが、いい酒をつくるために「人の和を大切に」
することを意識しています。冬山で動物を追うマ
タギたちは、常に天候の変化、山の地形、動物た
ちの生態に気を配っています。

あたかもカメラのズームレンズを自在
に切り替えるように、ミクロとマクロの

両方の視点から対象をとらえつつ、価値ある
ものを生み出せる点が、匠たちの感覚能力
の秘密に思えてきます。

分析機器における 
　　ミクロとマクロ

分析機器は匠たちのよ
うな全体を見る眼を
持たないかわりに、
ミクロの視点をとこ
とん追求した装置で
す。マイクロメートル
単位の誤差を測ること
もできますし、日本酒の発
酵過程における温度やpHの

変化を24時間モニタリングするこ
ともできます。それどころか人間の
五感では絶対に感知できないような
光の波長や、非接触で正確な温度を
測ることも可能です。しかし、そうした
優れたセンサ能力も、実際に使われて、社会
に貢献できてこそ価値あるものとなります。
分析機器は有効に利用される用途を求めている
存在であり、それにふさわしい居場所を、全体を
見る眼＝マクロの視点から見つけてあげるのは、

HORIBAのような分析機器メーカーの役割だと
言えるでしょう。

ニーズのある場所を求めて

この世界にはありとあらゆるところに分
析ニーズがあります。液体、ガス、固体
などの物質の違い、分子レベルから日
常レベルまでスケールの違い、無機物
と有機物……あまりに対象が細分化

されているために、ひとつの
分析機器にぴったりの居
場所を見つけるのが逆
に難しいくらいです。ほ
んの少しニーズとずれ
るだけで、ユーザーに
受け入れられず、結果
として価値を生み出せ
ないことになってしまい

ます。
「細部か全体かの二者択一
ではなく、細部の精巧さを保
持しつつ全体のプロポーション

を整える能力を有することがプロ
の職人の条件」と語る宮大工。分析機器

に当てはめて言えば、コアとなるセンサ技術に
磨きをかけるのは当然として、製品としての完
成度を高めなければならないということで
しょうか。
どれだけ高性能であろうと、壊れやすか
ったり、何時間も調整を行わないと正
確なデータを得られなかったりするのでは
製品として価値がありません。扱いやすさもまた
分析機器の価値を左右する要素ですし、製造コ

ストと価格も重要です。
開発側がセンサ能力の向
上にこだわるあまりに、分
析機器が持つ「使う道具」
としての側面をおろそかにし
てしまえば、市場に受け入れ
られない結果が待っています。
またユーザーが分析機器を使って得たデータを、
最終的に何を判断するために用いているのかを
知っておくというマクロな視点も必要でしょう。

全体を見る眼とHORIBA

HORIBAでは、自動車計測、環境・プロセス、医用、
半導体、科学の5つのマーケットに向けて、多種
多様な分析機器を提供し、価値を生み出すこと
に成功しています。しかし最初からこれらの居場
所を発見できたわけではありません。創立以来
の歴史の中で、ある時は偶然に、ある時は戦略的
に、HORIBAが誇るコア技術を核とした分析機
器が本当に輝けるフィールドを見つける努力を続
けてきた結果です。MEXAシリーズはエンジン排
ガス測定市場で太い根を伸ばし、顕微鏡とX線
分析を融合したXGTシリーズは非破壊検査に革
命を起こしました。さらにホリバABX社、ホリバ・
ジョバンイボン社との出会いは、HORIBAが新
しい可能性へ挑戦するきっかけとなりました。

One Company化が進むにつれ、グループ
各社の持つコア技術が融合し、新しい市
場で新しい居場所を見つける準備が
整いつつあります。今こそ「これまでの

やり方」にこだわることなく、5つのセグメン
トを越えた次なる目標に向けて、分析市場全体
を見る眼とともにHORIBAは歩み始めます。

杜氏、マ
術を

す。
うなも

することを意識
タギたちは、常
ちの生態に気

あた

に切
両方のの視視点

もののをを生み出せ
秘密に思

ササ技技術に
ての完
とで

では

ジョバン

しい可
One

各

やり
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◉当時のセールス用パンフ
レット

●❸

●❸

●❷

●❹

●❺

●❻

●❼

◉ジョバンイボン社
のR&Dスタッフ

◉“One Company”
のロゴ●❷ ●❶

◉EPAに納入された
MEXA

◉MEXA-200

◉当時の生産風景

◉初期のMEXA●❶

●❷

●❶

◉オルソン・ホリバ
設立調印式

 
1996

 
1997

 
1998

 
1999

 
2000

 
2001

 
2002

 
2003

 
2004

 
2005

 
2006

 
2007

 
2008

 
2009

 
2010

 
2011

 
2012

 
2013

 
2014

2005

年﹇
平
成
17
﹈ 

◉
エ
ン
ジ
ン
計
測
シ
ス
テ
ム

（
現 

自
動
車
計
測
シ
ス
テ
ム
）事
業
が
ポ
ー
タ
ー
賞
を
受
賞

2006

年﹇
平
成
18
﹈ 

◉
創
業
者
・
堀
場
雅
夫
が
米
国
人
以
外
で
初
め
て

ピ
ッ
ツ
コ
ン・
ヘ
リ
テ
ー
ジ・
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
、殿
堂
入
り﹇
❶
﹈

2007

年﹇
平
成
19
﹈ 

◉
堀
場 

厚
が
日
本
分
析
機
器
工
業
会（JA

IM
A

）

会
長
に
就
任

2008

年﹇
平
成
20
﹈ 

◉
法
務
部・林
勇
気
が
女
子
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
日
本
代
表
と
し
て

北
京
五
輪
に
出
場

◉
H
O
R
I
B
A
社
員
を
南
極（
昭
和
基
地
）へ
派
遣

2009

年﹇
平
成
21
﹈ 

◉
研
修
セ
ン
タ
ー（Fun H

ouse

）増
築
。

製
品
力
・
組
織
力
を
高
め
る
人
材
育
成
の
拠
点

2010

年﹇
平
成
22
﹈ 

◉
堀
場 

厚
が
フ
ラ
ン
ス「
レ
ジ
オ
ン・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
」受
章 

﹇
❷
﹈

2014

年﹇
平
成
26
﹈

◉
米
国
な
ど
4
か
国
で
蛍
光
分
析
事
業
を
買
収

0
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1500

売
上
高﹇
億
円
﹈

1993

年﹇
平
成
5
﹈ ◉
気
象
庁
南
鳥
島
気
象
観
測
所
に

 

　CO
2

測
定
シ
ス
テ
ム
納
入

1994

年﹇
平
成
6
﹈ ◉
X
線
分
析
顕
微
鏡
の
開
発
に
成
功

1995

年﹇
平
成
7
﹈ ◉
日
米
欧
共
同
開
発
で
全
世
界
の
規
制
に

 

　対
応
し
た
エ
ン
ジ
ン
排
ガ
ス
測
定
装
置
を
発
表

2001

年﹇
平
成
13
﹈ 

◉
世
界
で
初
め
て
M
E
M
S
技
術
で

 

　D
N
A
バ
イ
オ
セ
ン
サ
を
開
発

2002

年﹇
平
成
14
﹈ ◉
車
載
型
排
ガ
ス
計
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

 

　走
行
し
な
が
ら
排
ガ
ス
計
測
を
実
現

 

◉R
oH

S

／ELV

規
制
に
対
応
し
た

 

　有
害
元
素
蛍
光X

線
検
査
装
置
を
開
発

2012

年﹇
平
成
24
﹈ 

◉
排
ガ
ス
計
測
・
試
験
機
関
の
シ
ス
テ
ム
統
合
へ

 

　次
世
代
排
ガ
ス
測
定
装
置

 

　「M
EXA

-O
N

E

」誕
生﹇
❸
﹈

 

◉
自
動
血
球
計
数
C
R
P
測
定
装
置

 

　イ
ン
ド
市
場
へ
本
格
参
入

2013

年﹇
平
成
25
﹈ ◉
日
本
初
、動
物
専
用
血
糖
値
測
定
器
を
発
売

 

◉
業
界
初
、Bluetooth®

搭
載
の

 

　血
糖
値
測
定
装
置
を
発
売

 

◉
国
内
初
、高
機
能
フ
ィ
ル
ム
の
成
膜
装
置
向
け

 

　プ
ラ
ズ
マ
発
光
制
御
装
置
を
開
発

2006

年﹇
平
成
18
﹈ ◉
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
製
品
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
発
売

2005

年﹇
平
成
17
﹈ ◉「
愛
・
地
球
博
」の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

 

　CO
2

測
定
で
参
加

2009

年﹇
平
成
21
﹈ ◉
H
O
R
I
B
A
の
技
術（
電
極
）が

 

　N
A
S
A
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
採
用

2000

年﹇
平
成
12
﹈ ◉
サ
ー
ビ
ス
専
門
会
社「
堀
場
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
」設
立

2007

年﹇
平
成
19
﹈ ◉
ホ
リ
バ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
、米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
開
設

2005

年﹇
平
成
17
﹈ ◉
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル・
シ
ェ
ン
ク
社
の
自
動
車
関
連
計
測
事
業
を
買
収﹇
❷
﹈

 

◉
グ
ル
ー
プ
の
ア
ジ
ア
圏
生
産
中
心
拠
点
と
し
て

 

　「堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク
」阿
蘇
工
場
竣
工﹇
❸
﹈

2006

年﹇
平
成
18
﹈ ◉
中
長
期
経
営
計
画2006-2010

（M
LM

A
P

）ス
タ
ー
ト

1996

年﹇
平
成
8
﹈ ◉
北
京
に
駐
在
員
事
務
所
開
設
。中
国
に
進
出

 

◉
血
球
計
数
装
置
専
門
メ
ー
カ
ー

 

　「
A
B
X
社（
現 

ホ
リ
バ
A
B
X
社
）」を
買
収﹇
❶
﹈

1997

年﹇
平
成
9
﹈ ◉「
ジ
ョ
バ
ン
イ
ボ
ン
社

 

　（現
ホ
リ
バ・
ジ
ョ
バ
ン
イ
ボ
ン
社
）」

 

　を
買
収

1998

年﹇
平
成
10
﹈ ◉
米
国
に「
ホ
リ
バ
／
エ
ス
テ
ッ
ク
社
」を

 

　設
立
。半
導
体
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
化

1999

▼
欧
州
単
一
通
貨「
ユ
ー
ロ
」始
動

2001

▼
ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ

2005

▼「
愛
・
地
球
博
」開
催

2011

▼
東
日
本
大
震
災

2009

▼
バ
ラ
ク・
オ
バ
マ
が

米
大
統
領
に
就
任

2008

年﹇
平
成
20
﹈ ◉
ホ
リ
バ
A
B
X
社（
フ
ラ
ン
ス
）新
試
薬
工
場
が
完
成
・
稼
動﹇
❹
﹈

2009

年﹇
平
成
21
﹈ ◉
H
O
R
I
B
A
グ
ル
ー
プ
の
物
流
や
在
庫
ハ
ブ
拠
点
と
し
て
、

 

　び
わ
こ
工
場
竣
工﹇
❺
﹈

2011

年﹇
平
成
23
﹈ 

◉
ベ
ト
ナ
ム
駐
在
員
事
務
所
を
開
設

 

◉
中
長
期
経
営
計
画2011-2015

（M
LM

A
P

）ス
タ
ー
ト

 

◉
中
国
上
海
に
新
工
場
が
完
成
・
稼
動

 

◉
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
駐
在
員
事
務
所
を
開
設

 

◉
国
内
販
売
強
化
に
伴
う
東
京
オ
フ
ィ
ス
移
転﹇
❻
﹈

2012

年﹇
平
成
24
﹈ 

◉
北
米
事
業
の
効
率
化
・
迅
速
化
を
加
速
さ
せ
る
北
米
子
会
社
再
編

 

◉
H
O
R
I
B
A
グ
ル
ー
プ
最
大
の
阿
蘇
工
場
が
完
成

 

◉
堀
場
上
海
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

 

◉
欧
州
最
大
の
研
究
開
発
拠
点
が
フ
ラ
ン
ス
に
完
成﹇
❼
﹈

2013

年﹇
平
成
25
﹈ ◉
ト
ル
コ
に
駐
在
員
事
務
所
を
設
立

 

◉
米
国
大
手
の
資
源
開
発
設
備
メ
ー
カ
ー
か
ら
計
測
設
備
事
業
を
買
収

 

◉
株
式
会
社
ト
プ
コ
ン
と
電
子
ビ
ー
ム
技
術
の
譲
渡
契
約
締
結

 

◉
H
O
R
I
B
A
最
先
端
技
術
セ
ン
タ
ー
を

 

　堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク
本
社
拠
点
に
開
設

 

◉
中
国
・
清
華
大
学
と
環
境
技
術
の
共
同
研
究
合
意

 

◉
フ
ラ
ン
ス
の
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
、

 

　次
世
代
太
陽
電
池
の
開
発
支
援

1997

年﹇
平
成
9
﹈ 

◉「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」ス
タ
ー
ト

2004

年﹇
平
成
16
﹈ 

◉
分
析
・
計
測
技
術
の
発
展
を
願
い「
堀
場
雅
夫
賞
」を
創
設

◉「H
O

R
IB

A
 G

roup is O
ne Com

pany

」始
動
。

グ
ル
ー
プ
で
の
企
業
価
値
向
上
を
目
指
し
、ブ
ラ
ン
ド
力
の

融
合
を
図
る
。主
要
グ
ル
ー
プ
会
社「
エ
ス
テ
ッ
ク
」

「
コ
ス
」「
A
B
X
社
」「
ジ
ョ
バ
ン
イ
ボ
ン
社
」の
社
名
に

〝
H
O
R
I
B
A
〞を
冠
し
、ブ
ラ
ン
ド
を
統
一

◉
分
析
・
計
測
機
器
専
門
メ
ー
カ
ー
で
日
本
初

「
品
質
・
環
境
・
安
全
」統
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
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﹈

目
標
は
常
に「
世
界
一
」、H
O
R
I
B
A
の
60
年
の
歩
み
。

1957

年﹇
昭
和
32
﹈ ◉
赤
外
線
ガ
ス
分
析
計「
G
A
形
」販
売
開
始

 

◉
赤
外
線
ガ
ス
分
析
技
術
の
興
り

1969

年﹇
昭
和
44
﹈ ◉
H
O
R
I
B
A
史
上
に

 

　残
る
大
ヒ
ッ
ト
製
品

 

　「M
EXA

-200 CO

計
」

 

　登
場

1964

年﹇
昭
和
39
﹈ ◉
自
動
車
排
ガ
ス
測
定
装
置
を
計
測
工
業
展

 

　（大
阪
）に
参
考
出
品
。自
動
車
排
ガ
ス
の

 

　世
界
ブ
ラ
ン
ド「
M
E
X
A
」の
誕
生

1975

年﹇
昭
和
50
﹈ ◉
米
国
E
P
A（
環
境
保
護
庁
）へ

 

　自
動
車
排
ガ
ス
測
定
シ
ス
テ
ム
を
納
入
。

 

　「
M
E
X
A
」が
世
界
標
準
へ

1976

年﹇
昭
和
51
﹈ ◉
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
形
X
線
分
析
装
置
開
発

 

◉
固
体
分
析
技
術
が
本
格
化

1980

年﹇
昭
和
55
﹈ ◉
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

 

　（現 

堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク
）が
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

 

　を
発
売
。半
導
体
分
野
に
進
出﹇
❶
﹈

1984
年﹇
昭
和
59
﹈ ◉
レ
テ
ィ
ク
ル
異
物
検
査
装
置
生
産
開
始
。

 

　半
導
体
分
野
に
本
格
進
出

1987

年﹇
昭
和
62
﹈ ◉
世
界
初
平
面
セ
ン
サ
の
カ
ー
ド
型pH

メ
ー
タ

 
　「
カ
ー
デ
ィ
」開
発
に
成
功﹇
❷
﹈

経
営﹇M

anagem
ent

﹈

製
品﹇P

roducts

﹈

社
会﹇G

eneral

﹈

1945

年﹇
昭
和
20
﹈ ◉「
堀
場
無
線
研
究
所
」創
業

1953

年﹇
昭
和
28
﹈ ◉「
株
式
会
社
堀
場
製
作
所
」創
立

1987

年﹇
昭
和
62
﹈ ◉
フ
ラ
ン
ス
の
血
球
計
数
装
置
専
門
メ
ー
カ
ー「
A
B
X
社
」と
提
携
。

 

　医
用
ビ
ジ
ネ
ス
本
格
化

1988

年﹇
昭
和
63
﹈ ◉
韓
国
に
現
地
生
産
拠
点「
ホ
リ
バ・
コ
リ
ア
社
」を
設
立

1970

年﹇
昭
和
45
﹈ ◉
米
国
に
オ
ル
ソ
ン・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
社
と
の
合
弁
会
社

 

　「
オ
ル
ソ
ン・
ホ
リ
バ
」を
設
立
。海
外
展
開
の
本
格
ス
タ
ー
ト

1971

年﹇
昭
和
46
﹈ 

◉
大
阪
証
券
取
引
所
に
株
式
を
上
場

 

　（1974

年
に
東
京
証
券
取
引
所
に
上
場
）

1972

年﹇
昭
和
47
﹈ 

◉
米
国
、ド
イ
ツ
に
子
会
社
設
立

1974

年﹇
昭
和
49
﹈ ◉「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ（
現 

堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク
）」設
立

1975

年﹇
昭
和
50
﹈ ◉「
コ
ス（
現 

堀
場
ア
ド
バ
ン
ス
ド
テ
ク
ノ
）」設
立

1978

年﹇
昭
和
53
﹈ ◉
社
是「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」制
定

 

◉
社
員
の
福
利
厚
生
専
門
会
社

 

　「
ホ
リ
バ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
設
立

1990

年﹇
平
成
2
﹈ ◉
第
1
次
中
長
期
経
営
計
画

 

　（MLM
A

P

）ス
タ
ー
ト

1991

年﹇
平
成
3
﹈ 

◉
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
に
光
学
結
晶
工
場
を
設
立

1992

年﹇
平
成
4
﹈ ◉
堀
場 

厚
が
代
表
取
締
役
に
就
任

1945

▼
終
戦

1947

▼
日
本
国
憲
法
施
行

1962

▼
キ
ュ
ー
バ
危
機

1956

▼
経
済
白
書「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

1969

▼
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

1970

▼
大
阪
で
万
国
博
覧
会
開
催

1950

▼
朝
鮮
戦
争
勃
発

1964

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

1959

▼
キ
ュ
ー
バ
革
命

1960

▼
カ
ラ
ー
T
V
放
送
開
始

1973

▼
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

1976

▼
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

1987

▼
J
R
、N
T
T
誕
生

1983

▼
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

1989

▼
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

1991

▼
湾
岸
戦
争

1995

▼
阪
神
・
淡
路
大
震
災

 
1945

 
1950

 
 

1955

 
1960

 
1965

 
1970

 
1975

 
1980

 
1985

 
1990

 
1995

◉国産初の
ガラス電極pHメータ

◉大気バックグラウ
ンド汚染観測網の
全球基準観測所が
置かれている南鳥
島

1964

年﹇
昭
和
39
﹈

◉
M
S
S（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・
ス
タ
ッ
フ・
セ
ミ
ナ
ー
）発
足

1966

年﹇
昭
和
41
﹈

◉
社
内
募
集
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン「
極
限
に
挑
む
技
術
の
堀

場
」制
定

1967
年﹇
昭
和
42
﹈

◉
Z
D（Zero D

efects

）運
動
キ
ッ
ク
オ
フ

1968

年﹇
昭
和
43
﹈

◉
社
歌
制
定

1971

年﹇
昭
和
46
﹈

◉
厚
生
年
金
基
金
に
加
入

1972

年﹇
昭
和
47
﹈

◉
週
休
2
日
制
完
全
実
施

1975

年﹇
昭
和
50
﹈

◉
滋
賀
県
大
津
市
雄
琴
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
設

1978

年﹇
昭
和
53
﹈

◉
福
利
厚
生
業
務
を
担
う
ホ
リ
バ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（H

O
CO

M

）

設
立

1982

年﹇
昭
和
57
﹈ 

◉
H
O
R
I
B
A
製
品
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「
分
析
セ
ン
タ
ー
」開
設
。お
客
様
の
よ
り
近
く
へ

1986

年﹇
昭
和
61
﹈ 

◉
上
場
企
業
初
の
一
部
週
休
3
日
制
導
入

1988

年﹇
昭
和
63
﹈ 

◉「
ホ
リ
バ・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」確
立
に
向
け
て

I
D
活
動
開
始
。H
O
R
I
B
A
ブ
ラ
ン
ド
構
築
の
第
一
歩

1992

年﹇
平
成
4
﹈ 

◉
酸
性
雨
デ
ー
タ
の
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト

「H
O

N
ES

T

（
ホ
ネ
ス
ト
）」開
局

1993

年﹇
平
成
5
﹈ 

◉
分
析
機
器
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て

国
内
で
初
め
て「IS

O
 9001

」認
証
取
得

1995

年﹇
平
成
7
﹈ 

◉
社
内
L
A
N「H

O
R

N
ET

」正
式
導
入
。

I
T
イ
ン
フ
ラ
整
備
ス
タ
ー
ト

1956

年﹇
昭
和
31
﹈

◉
堀
場
製
作
所
労
働
組
合
設
立




